
2022年度UNESCOASPnet近畿｡北陸ブロック大会

SDGs連携多角化プロジェクト

ESDとSDGsを担う異世代･異業種･異文化の間で、

学びあい､協働し､実践していくための

｢スキル｣と｢ハート｣を磨く共創ワークショップを開催しますb

共に考え､行動する経験がきっと
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①近畿北陸地ASPnet加捌小中商校生大学生

②企業や自治体､地域自治会､SDGsに関心のある市民

③国際機関
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①近畿･北陸地|ASPnet加盟小中商校生･大学生

②企業や自治体､地域自治会､SDGsに刷心のある市民

③国際機関

陸地域ASPnet加盟小中高校生･大学生
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主催:文部科学省､大阪関西ユネスコスクール(ASPnet)ネットワーク､大阪公立大学

後援:大阪府教育庁､奈良県教育委員会､兵庫県教育委員会

協力:株式会社WAVE
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多様な視点でSDGs!
｜
’

！ ｣－1 ﾛ. ﾛ ﾛ .’ ｜ ﾛ －1 1

ハーー 一~

第1回ESDを学ぶワークシヨツプ
周辺地図~アクセス
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g蕊I唾稲大阪府立住吉高校北畠会館

一驚垂近畿北陸地域ASPnet加盟小中高校生.大学生1○.22轡
13:30-16:45

ASPnetの考え方やESDとは何かを学び､日常の生活や学校生活の中にESDを組み込む｢内面化

ワークショッブ｣を実施しま魂

①講義形式(ASPnetの基本､ESDの基本）
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阪堺砺軌上町線｢北畠｣より約100m
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'’ 第2回ESDから考えるSDGsの世界
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周辺地図･アクセス
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一一①近畿･北陸地ASPnet加盟小中高校生･大学生
②企業や自治体､地域自治会､SDGsに関心のある市民

③国際機関
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ディスカッションテーブルで各学校において取り組み学んでいるSDGsの内容を紹介し合ったり､身

近な生活の中で気が付いたESDの成果(課題と可能性)などを共有しあったりして篭問題の同根性

や連関性を発見しあいま魂これにより､課題に対する多梯な視点と多角的な価値の存在(ディレン
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口 水月公園
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阪急髄鉄宝塚線｢池田｣約1.5km
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d電I癖司大阪公立大学|-siteなんば

唾露①近畿北陸地ASPnet加盟小中高校生.大学生

②企業や自治体､地域自治会､SDGsに関心のある市民

③国際機関
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シリーズの最後は､自らのESDの学びを日幣や学校生活の中に定職させる｢柵築ワークショップ｣を

実施します｡ESDとSDGsの学びに対して､①自己の成長部分と､②社会的課題の学びの部分､そし

て,③それに向かう多様な主体の連携とその中の自分を確認しま戒，
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南海畑鉄｢なんば｣約800m，

大阪メトロ御堂筋線｢大国町｣約450m
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回収容定員を5割削減

回事前検温手消毒の徹底､スタッフ参加者のﾏｽｸ着用

団席間隔の確保

回常時換気､ﾏｲｸﾃｰﾌﾙの消毒

団参加者の連絡先ほか名簿管理

新型コロナ感染症対策について
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凪日噌 隈
大阪公立大学のガイドラインを遵守し対応致しますも

抄参加校からのお問い合わせ大阪府立淀川清流高校畠山尚之宛nao.go.512@9mail.com

，上記以外からのお問い合わせ大阪公立大学現代システム科学研究科教授伊井直比呂宛naoii@omu.at.jp


